
令和４年度

部局別予算要求のポイント

令和3年11月

高　山　市

・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。



単位：千円、％

　　主な増減理由
・飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンター負担金の増 ８，０００千円
・経済センサス（活動調査）の減 △５，９９０千円
・ラジオ・ＣＡＴＶの番組再編による減 △７，２３５千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜夢と誇りとやさしさにあふれる人の育み＞
＜着実な計画の推進＞

　　　○

　大学連携の推進に必要な経費を計上

　　・大学と連携した調査、サテライトキャンパスの設置

　　・大学連携センターに対する助成、産学金官連携の促進

　村半（若者等活動事務所）の管理運営に必要な経費を計上

　　・施設の管理運営

　　　○

　飛騨高山ＳＤＧｓパートナーシップセンター（仮称）を中心としたＳＤＧｓの推進に

　必要な経費を計上

　　・私なりのＳＤＧｓ宣言制度の運用

　　・ＳＤＧｓを通じた市民、事業者、各種団体のパートナーシップの構築

　　・ＳＤＧｓ未来都市計画に基づく主要プロジェクトの推進

　　　○

　各種媒体による情報発信に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ・ＣＡＴＶにおける番組制作・配信

（０千円）

行政情報の提供と公聴事業の推進 ８４，１８３千円　
（８９，７１４千円）

大学連携・若者によるまちづくりの推進 １９，０５０千円　
（２２，０９０千円）

８，０００千円　ＳＤＧｓ未来都市計画に基づくＳＤＧｓの推進

増減率

要求のポイント

ＳＤＧｓ未来都市計画に基づくＳＤＧｓの推進

大学連携・若者によるまちづくりの推進

市政情報の適切な提供と市民意見の聴取

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

一般会計 150,931 144,220 △ 6,711 △ 4.45

企　画　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額



（　　　　）は前年度予算額

　　　○

　大学連携センターの事業の一部をＳＤＧs推進事業へ移行するなど、事業内容を見直し

　　　○

　週刊たかやまニュースの終了や新番組の制作など、ラジオやＣＡＴＶの番組再編を行うと

　ともに事業費を精査

事業見直しの概要

（４６，５１０千円）

大学連携センター事業の見直し １４，２５０千円　
（１７，２００千円）

ラジオ・ＣＡＴＶの番組再編 ３９，２８０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・選挙執行経費の増 ８０，８３０千円
 （参議院議員選挙、市長選挙及び市議会議員補欠選挙）
・ＲＤＳサーバーシステムの機器リース化による増 １２，８９６千円
・ＧＩＧＡスクール対応通信環境の強化による増 　９，２９１千円
・情報システム更新等の見直しによる減 △２７，１００千円
・選挙執行経費の減（衆議院議員選挙） △２８，５００千円

　　　○ 行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

　　　○ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進による市民サービスの
向上・業務の効率化

　　　○ 持続可能なまちづくりに向けた効率的かつ効果的な行政経営の推進

　　　○ 市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制整備

（　　　　）は前年度予算額

＜安全への備えと災害時の対応強化＞
＜着実な計画の推進＞

　　　○

　地震等を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・ペット同行訓練、外国人避難者を想定した訓練の実施

　　　○ 災害対策事業の推進

　災害の未然防止と災害発生に備え防災体制の充実を図るために必要な経費を計上

　　・防災士の育成の推進

736,187 774,765 38,578 5.24

　　・ライフライン保全の推進

防災訓練の実施
（３，８５０千円）

（１１９，６２０千円）

３，８９２千円　

要求のポイント

１０５，４０４千円　

総　務　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額

要求に関する基本方針

増減率

一般会計



　　　○ 適正な人事管理
（３４，２７３千円）

　職員採用など人事管理に必要な経費を計上

　　　○ 職員の意識改革と資質向上の推進

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

　　・職員一人ひとりの職責、役割意識を高め組織力の向上に資する研修の充実

　　・職員の意欲向上や適正かつ効率的な事務執行に資する研修の充実

　　・行政課題（ＤＸ推進など）に的確に対応できる職員の育成

　　・職員のオンライン研修の推進

　　　○ 公共施設等総合管理計画の推進

　公共施設等総合管理計画の推進、指定管理者制度の運用に必要な経費を計上

　　　○ 行政経営の推進

　行政経営の推進に必要な経費を計上

　　　○ ＤＸの推進 ４１６，８００千円　
（４１５，５１６千円）

　ＤＸの推進に必要な経費を計上

　　・ＤＸ推進部会を主軸とした全庁的な取り組みの推進

　　・行政手続のオンライン化の推進

　　・ＡＩ（人工知能）やＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）の活用

　　・公共施設における公衆無線ＬＡＮの整備

　　・テレワークやテレビ会議の推進

　　・セキュリティ対策の徹底

　情報システムの整備、運用に必要な経費を計上

　　・各種制度改正に伴う総合行政情報システム等の改修

　　・情報システムの運用保守  ほか

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 情報システム更新等の見直し

　情報システムの安全性や耐久度を確認した上で、更新時期を後年度へ先送り

（７０５千円）

事業見直しの概要

０千円　
（２７，１００千円）

３４，１００千円　

１８，７７０千円　
（１８，９００千円）

４００千円　

５００千円　

（２００千円）



単位：千円、％

○
特別会計

・高根多目的センター設計等委託料・土地購入費の増 ５４，３１０千円
・令和６年度評価替に伴う航空写真撮影業務の増 ４５，６９２千円
・市債の計画的借入れ及び利率見直しによる公債費の減 △２７４，５０４千円
・土地購入費の減 △３７８，４００千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜長期的な視点による公共サービスの提供＞
＜着実な計画の推進＞

　　　○

　健全で持続可能な財政基盤の確立を図るための適正な財政運営に必要な経費を計上

　　　○

　公平・公正な契約事務の遂行や検査によるチェック体制の確立に必要な経費を計上

　　　○

　庁舎等の適正管理、行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未利用財産の活用や処分に必要な経費を計上

（９７８千円）

　　・契約検査に係る事務

財　務　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 6,402,502 5,804,521 △ 597,981 △ 9.34

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

公平な課税と税収納率の向上

適正な公共調達の実施 ８０１千円　

　　主な増減理由

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

３，１００千円　

　　・財政管理に係る事務

要求のポイント

適正な財政運営と財源の確保
（３，３００千円）

庁舎等の適正管理 ４２３，２５１千円　
（４１７，２３２千円）

　　・庁舎、公用車等の維持管理

財産管理の適正化と効率的な運用 ５５，５９７千円　
（４４３，２７８千円）

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務

　　・不要建物の解体



　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課及び徴収率の向上のために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価

　　・航空写真撮影・写真データセットアップ

　　・コンビニ収納代行委託等

（　　　　）は前年度予算額

〇 公用車運用の見直しによる台数の削減

　公用車運用の見直しを図り、台数削減により車両保有に係るコストを削減

５６，９１０千円　
（５８，１６６千円）

公平な課税と税収納率の向上 ８０，７７３千円  
　　　　　（３７，０００千円）

事業見直しの概要



単位：千円、％

　　主な増減理由
・市民プール再整備に関する経費の増 ２０，０００千円
・スポーツ施設廃止に伴う解体工事の増 ２２，６００千円
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック終了に伴う減 △３，０８０千円
・各種団体との見直し協議による補助金の減 △３，３５１千円
・各種委託事業の見直しによる委託料の減 △１２，７６０千円
・奥飛騨総合文化センター外壁改修工事の減 △４０，０００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ スポーツが身近となる機会の創出

（　　　　）は前年度予算額

＜多様な働き方に適応した労働環境の構築＞
＜心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現＞
＜文化芸術・スポーツ活動等による心の豊かさの創出＞
＜多様な主体の協働による地域コミュニティの活性化＞
＜安全への備えと災害時の対応強化＞

　　　○

　　・まちづくりを担う人材の育成

　　・町内会の維持管理する防犯灯の設置等に要する費用の助成

　　　○
（１，１１２千円）

　第５次高山市男女共同参画基本計画の推進に必要な経費を計上

　　・女性活躍推進を図るための講演会や講座などの開催

　　・講師派遣などによるワーク・ライフ・バランスの推進

　地域づくり活動及び市民活動の促進と協働の推進に必要な経費を計上

　　・まちづくり協議会の地域の課題解決に向けた取り組みへの支援

　　・市民活動団体の社会の課題解決につながる活動への支援

男女共同参画の推進 １，１０９千円　

学びの場の充実と学んだ成果を地域づくりに活かす生涯学習の推進

日々の暮らしやまちづくりに活かす文化芸術活動の推進

要求のポイント

協働のまちづくりの推進 ２６２，５６１千円　
（２６６，４１０千円）

要求に関する基本方針

協働のまちづくりの推進による地域コミュニティの活性化

増減率

一般会計 1,112,390 1,057,922 △ 54,468 △ 4.90

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額

市　民　活　動　部

要求額



　　　○

　　・交通安全教室の実施

　　　○ 結婚の支援

　結婚につながる出会いの機会の創出や結婚しやすい環境の充実に必要な経費を計上

　　・結婚相談の実施、結婚支援イベント開催団体に対する助成

　　・結婚新生活世帯に対する助成

　　　○

　　・国内の姉妹友好都市との交流促進

　　　○ 平和に関する意識の醸成

　平和に対する意識の高揚を図るために必要な経費を計上

　　・高山市平和の日や平和都市宣言の啓発

　　　○ 生涯学習の推進 ４３２，０００千円　
（４８３，１５８千円）

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

　　・地域づくり型生涯学習の推進

　　・二十歳を祝うつどいの開催

　　・新成人（１８・１９歳）意識啓発の推進

　　・生涯学習施設の整備と維持管理　ほか

　　　○ 文化芸術の振興

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・市美術展覧会の開催

　　・市有美術品の活用

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施

　　・飛騨高山文化芸術祭に向けた準備

　　　○

　スポーツ機会の提供や競技力向上などに必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・地域スポーツの推進

　　・スポーツ少年団、スポーツ大会開催に対する支援

　　・スポーツ指導員資格取得に対する支援

　　　○

　スポーツ施設の整備や維持管理に必要な経費を計上

　　・スポーツ施設の整備と維持管理

　　・スポーツ施設廃止に伴う解体工事

　市民プールの再整備に必要な経費を計上

（２２９，６２２千円）
スポーツ施設の整備 　　　　　　　　　２６３，０１８千円　

スポーツ活動の充実 　１９，９０８千円　
（３０，４００千円）

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

４１，８９９千円　
（５７，５５０千円）

（２，５００千円）
　都市交流の促進を図るために必要な経費を計上

　４６２千円　
（８９６千円）

　　・市民憲章、人権啓発の推進

（３，５４０千円）
　交通安全に対する意識の醸成、交通安全対策に必要な経費を計上

１２，３２６千円　
（１２，７３０千円）

都市交流の促進 　１，１３０千円　

交通安全の推進 ３，１８７千円　



　　　○

　高地トレーニング施設の整備や維持管理、活用のために必要な経費を計上

　　・高地トレーニング施設の整備と維持管理

　　・トップアスリート受入れ体制の整備及び利用の促進

（　　　　）は前年度予算額

〇 社会教育団体等に対する補助金の見直し（１０団体） １１，４４９千円　

　各社会教育団体等の事業について、効果の検証を行い、団体運営補助から事業補助に

　切り替え

　　　高齢者交通安全推進協議会補助金、友好都市提携委員会補助金、子ども会育成

　　　事業補助金、女性団体活動補助金、少年補導センター補助金、市民憲章推進協

　　　議会補助金、青少年育成市民会議補助金、ＰＴＡ連合会補助金、勤労青少年ホ

　　　ーム連絡会補助金、文化振興事業支援補助金

　　

〇 「高山市近代文学館」調査・研究業務委託の見直し ６００千円　

　これまでの事業効果の検証を行い、調査研究結果等を他の広報紙と連携し掲載するな

　ど、効果的な方法に見直し

〇

　これまでの事業効果の検証を行い、事業内容を見直すとともに事業費を精査

〇 子ども夢創造事業（文化芸術・スポーツ・科学） ８，４５４千円　
の見直し

　これまでの事業効果の検証を行い、体験手法の見直しや事業費を精査

〇

　これまでの事業効果の検証を行い、参加記念品などの事業費を精査

（３０，０００千円）

（１１，０００千円）

スポーツ大会等開催業務委託の見直し ６６０千円　
（８２０千円）

事業見直しの概要

（１４，８００千円）

（１，２００千円）

市民文化芸術鑑賞事業委託の見直し ２０，０００千円　

高地トレーニングエリアの整備と機能強化 　１５，９８５千円　
（１９，９１６千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・児童福祉施設整備費助成事業費（たんぽぽ保育園）の増 １７９，３５５千円
・公立保育園運営事業費等の増 ５７，６９１千円
・児童館運営事業費の増 ２５，７１８千円
・介護人材確保事業費の増 １１，４６０千円
・高齢者いきがいづくり推進事業費の減 △８，３２５千円
・生活保護費の減 △３０，０００千円
・子育て住環境整備事業費の減 △３０，０００千円
・児童手当給付事業費等の減 △６３，０００千円
・福祉医療給付事業費の減 △９７，８３１千円
・保険給付費の増（介護特会） １０２，０５５千円

　　　○ 住み慣れたまちに快適に安心して住み続けるための支援

　　　○ 子どもが健やかに育つ環境整備の推進

　　　○ 介護予防の推進及び安定した介護サービスを提供する体制の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜多様な働き方に適応した労働環境の構築＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現＞
＜安心して子育てができる環境の充実＞

　　　○ 総合的な相談支援 ３４，５５３千円　
（３７，３０４千円）

　福祉サービス総合相談支援センターの運営に必要な経費を計上

　　・一般相談、生活困窮者相談、障がい者（児）相談

　　　○ 生活困窮者への支援 ５６０，００１千円　
（５９０，００１千円）

　適切な生活保護制度運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

要求に関する基本方針

要求のポイント

福　祉　部

要求額

令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額会計名
増減率

一般会計

9,687,993

9,211,719 9,255,574 43,855 0.48

125,717 1.319,562,276介護保険事業特別会計



　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり
２，１９４，３８７千円　

（２，１７６，５１８千円）
　障がい福祉サービス等の提供に必要な経費を計上

　　・障がい福祉サービス給付
　障がい者の自立した地域生活と社会参加の促進に必要な経費を計上
　　・障がい者就労に対する支援
　　・非常用電源装置を必要とする障がい者への支援

　　　○ 子どもへの途切れのない支援体制の強化 ５１３，５００千円　
    （５７４，４３１千円）

　保健、福祉、教育が連携した、子どもへの支援体制に必要な経費を計上
・障がい児通所支援事業所等への支援

・要保護児童への対応やひとり親家庭等に対する支援

　　　○ 安心して子育てができる環境の整備 １，９９２，２５０千円　
（２，０３６，６４２千円）

　子どもが健やかに育つ環境づくりに必要な経費を計上
　　・放課後児童クラブ、つどいの広場、ファミリーサポート事業などの運営
    ・子どもの遊び場や居場所づくりに対する支援

　　　○ 良好な保育環境の確保 ２，６５４，０８５千円　
（２，３７３，４２９千円）

　良好な保育環境の確保及び新型コロナウイルス感染症対策に必要な経費を計上
　　・私立保育園の園舎整備やＩＣＴ化に対する助成
　　・荘川保育園の園舎整備

　　　○ 高齢者の安全で安心した生活の支援 ４６５，８８５千円  
（４８５，４１７千円）

　高齢者の安全で安心な生活や生きがいづくりの支援に必要な経費を計上
　　・成年後見制度の利用促進、終活支援
　　・老人福祉施設の運営、維持管理
　　・介護人材確保、介護事業所の事業継続に対する支援

○ ９，０８８，６１７千円　
（８，９９０，１３７千円）

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上
　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催　ほか

　　　○ 介護予防の推進及び包括的な支援の実施 ５９４，８６６千円　
（５６８，４５９千円）

　高齢者の介護予防、包括的支援体制の整備に必要な経費を計上
　　・要支援者等に対する介護予防・生活支援に関する事業の実施
　　・高齢者健康教室の開催、自主活動の支援、認知症予防施策の推進
　　・在宅医療と介護・福祉の連携の推進
　　・成年後見制度の利用に対する支援

健全な介護保険事業の運営



（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 心配ごと相談員の終了
（１，２２４千円）

　福祉総合相談窓口の充実により対応できるものと判断し、心配ごと相談員を終了

〇 障がい児等体験学習事業の終了
（１，２００千円）

　障がい児福祉サービスを提供する環境が充実してきたことを踏まえ、事業終了

〇 夜間保育事業の終了
（１６，４００千円）

　これまでの事業効果の検証結果を踏まえ、新たに実施予定のファミリーサポート事業に

　発展的に整理統合　　

〇 多世代同居促進事業補助金の終了
(３０，０００千円）

　令和３年度末までの制度としていることから、予定どおり制度終了

〇 温泉保養施設等利用費補助金の見直し
（２５，０００千円）

　高齢者の活動多様化や閉じこもり防止の効果などを踏まえ、事業内容を見直すとともに

　事業費を精査　　

１７，０００千円

事業見直しの概要

０千円　

０千円

０千円

０千円



単位：千円、％

　　主な増減理由
・荘川火葬場の施設改修工事の増　　　　　　　　　　　　　　７，３８７千円
・直営診療所の電子カルテシステム更新の増　  　　　　　　５５，１４３千円
・南高山地域医療センター整備に関する経費の増　　　 　 　７２，２８６千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<利便性の高い都市機能とネットワークの構築>
<心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現>

○ 火葬場の運営

　市営火葬場の維持管理に必要な経費を計上

　　・火葬場の設備等の改修と維持管理

○ 新火葬場建設の推進

　新火葬場の建設準備に必要な経費を計上

健康寿命の延伸

市　民　保　健　部

要求額

会計名

8,527,044

令和４年度
要求額

対前年度増減額

1,831,642 1,797,164 △ 34,478

国民健康保険事業
特別会計(事業)

令和３年度
当初予算額

8,685,869 158,825

増減率

1.86

△ 1.88一般会計

後期高齢者医療
事業特別会計

国民健康保険事業
特別会計(直診） 106,755

1,311,456 180,114

53.37

13.73

200,045 306,800

1,491,570

要求に関する基本方針

新火葬場建設の推進

地域医療体制の充実

国民健康保険制度の円滑な運営

要求のポイント

　５８，５７７千円　
（５１，５８０千円）

２８４千円　
（３４０千円）



○ 感染症対策の強化、市民の健康意識の醸成と健康増進５９９，９０７千円　

　感染症対策の強化、市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康づくりの推進

　　・母子保健事業の推進

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・予防接種の実施

　　・感染症対策の強化

　　　○ 後期高齢者医療における保健事業の推進
　
　後期高齢者の健康増進のために必要な経費を計上

　　・すこやか健診、さわやか口腔健診の実施

　　　○ 地域医療体制の確保

　地域医療体制の充実に必要な経費を計上

　　・国保診療所、休日診療所の運営と診療所内の感染対策の継続

　　・南高山地域の拠点となる診療所整備、地域外来・検査センターの運営

　　・国保診療所における電子カルテシステムの更新

　　・中核病院における医師の確保・高度医療機器の整備等に対する助成

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　　　○ 国民健康保険制度の運営

　国民健康保険事業の円滑な実施及び運営に必要な経費を計上

　　・特定健康診査など保健事業の推進

　　・子ども（未就学児）に係る国民健康保険料(均等割)の軽減

　　　○ マイナンバーカードの普及促進

　マイナンバーカードの交付及び普及促進に必要な経費を計上

　　・各種証明書のコンビニ交付の利用啓発

　　・マイナンバーカードの取得啓発

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 食生活改善連絡協議会補助金の見直し ３００千円　

　これまでの事業効果の検証を行い、団体運営補助から事業補助への切り替えを進めるとと

　もに事業費を精査

（５７，１００千円）

事業見直しの概要

（４７４，５７２千円）

５３，０４７千円　
（５３，６５０千円）

５９２，４２２千円　

（５９９，７４７千円）

（５００千円）

８，６８５，８６９千円　
（８，５２７，０４４千円）

５，２０４千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ごみ処理施設建設事業の増 ７９，２０４千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜地域特性の保全、活用、創出＞
＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞

　　　○ 自然エネルギーを活用したまちづくりの推進
１５，５１４千円　

（１８，３５０千円）
　自然エネルギー活用の普及促進に必要な経費を計上

　　・自然エネルギー活用の普及啓発

　　・積まマイカーの運行によるエネルギーの地産地消の促進

　　・ペレット・薪・チップなど木質バイオマスストーブ、ボイラーの導入支援

　　・地域主導による自然エネルギーの活用支援

　　　○ 地球温暖化対策の推進 ６，３７１千円　
（６，１１０千円）

　地球温暖化対策の推進に必要な経費を計上

　　・クリーンエネルギー自動車の普及促進

要求に関する基本方針

自然エネルギーによるまちづくりの推進

環　境　政　策　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 1,166,839 1,216,205 49,366 4.23

地球温暖化対策の推進による温室効果ガス排出の削減

自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

自然公園の適正管理による安全で快適な利用の推進

公害の発生防止

ごみ減量化の推進

ごみ処理施設の適正な維持管理

ごみ処理施設建設の推進

要求のポイント



　　　○ 生物多様性保全の推進 ８，２８０千円　
（９，１８５千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習

　　・いのちの森づくり（苗木植樹等）

　　・特定外来生物の防除

　　　○ １００，８３５千円　
（９６，４０９千円）

　自然公園等の保全と活用を図るために必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森の維持管理

　　・ジオパーク、ユネスコエコパークの推進

　　・中部山岳国立公園活性化事業の推進

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備 ３，４５９千円　
（６，５３５千円）

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情に係る調査

　　　○ 資源循環型社会の実現 ９２２，２７２千円　
（９４９，９８０千円）

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・家庭や事業所から排出されるごみの減量化及び資源化の推進

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検及び修繕

　　　○ １５９，４７４千円　
（８０，２７０千円）

（　　　　）は前年度予算額

〇 環境政策研修の終了

　２年間にわたり行った環境政策に関する研修の終了

〇 特定外来生物防除委託業務の見直し

　これまでの事業効果の検証を行い、さらなる防除作業の効率化を図るため、委託方法等

　を大きく見直し

〇

　飛騨山脈ジオパーク推進協議会のあり方を改めて明確化するとともに、事業の推進方法

　を見直し

事業見直しの概要

０千円　
（２，６４０千円）

　　・ごみ処理施設建設工事

　　・敷地造成工事

自然公園の保全と活用

ごみ処理施設建設の推進

　ごみ処理施設建設に必要な経費を計上

３，７００千円　
（４，０００千円）

飛騨山脈ジオパーク推進協議会負担金の見直し １３，５００千円　
（１４，５００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・農業振興地域整備計画推進事業費の増 ７，３２６千円
・全国和牛能力共進会に関する経費の増 ５，７３７千円
・家畜人工授精事業費の増 ４，１８０千円
・飛騨食肉センター助成事業費の減 △２３，８９９千円
・農業施設等整備費助成事業費の減 △２５，６７３千円
・繁殖牛舎整備費助成事業費の減 △３１，５７５千円
・過年農業施設災害復旧事業費の減 △４００，０００千円
・市場建設に関する経費の増（市場特会） ５８，８４４千円

　　　○ 活気ある第一次産業産地づくりと担い手の育成・確保

　　　○ ブランド力のある安全・安心な産地産品づくり

　　　○ 地域ぐるみでの農地・施設の保全と鳥獣害防止対策の強化

（　　　　）は前年度予算額

＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜既存産業の強化と新たな産業の創出＞

　　　○

　農業振興地域整備計画の見直しに必要な経費を計上

　　・農業振興地域整備計画の見直しに向けた基礎調査の実施

　　　○

　鳥獣による農作物への被害の防止に必要な経費を計上

　　・有害鳥獣捕獲の推進

　　・農作物被害を防止するための鳥獣被害防止柵の設置に対する助成

　　・捕獲技術者の育成・確保

農　政　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

地方卸売市場
事業特別会計 27,800 86,644 58,844 211.67

一般会計 1,505,744 1,044,121 △ 461,623 △ 30.66

（７，１７５千円）

要求のポイント

農業振興地域整備計画の見直し １４，５０１千円　

要求に関する基本方針

鳥獣害防止対策の推進 ７６，８０１千円　
（８２，５００千円）



　　　○

　担い手の育成・確保、新たな技術の導入の推進に必要な経費を計上

　　・就農に向けた研修等担い手への支援

　　・新規就農者等担い手に対する助成

　　・スマート農業技術の導入に対する支援

　　　○

　県の事業計画に基づく事業費負担に必要な経費を計上

　　・県営中山間地域総合整備事業（４地区）の推進

　　・県営かんがい排水整備事業（中根地区）の着手

　　・県営ため池防災対策事業（宮川防災ダム）の着手

　　・県営ため池等整備事業（小屋名第２ため池）の着手

　　　○

　　・豚熱(ＣＳＦ)及び家畜伝染病の予防対策を実施

　　・家畜診療業務の充実

　　　○ 家畜改良事業の増進

　　・家畜人工授精業務の効率化

　　・全国和牛能力共進会に向けた支援

　　　○ 地方卸売市場整備の推進

　　・市場建設に向けた設計等

（　　　　）は前年度予算額

　　　○

　これまでの事業効果の検証を行い、支援内容等を精査

　　　○ 繁殖牛舎建設支援事業補助対象の精査による減額 ４１，４２５千円　
（７３，０００千円）

　対象事業を精査し、家畜の増頭等に効果のある設備等に限定して助成

　家畜伝染病対策の推進に必要な経費を計上

（６６，０３０千円）

２８，５３６千円　
（２９，６６７千円）

（６５，５５０千円）

家畜防疫事業の推進

農業用施設の長寿命化及び防災対策の推進 ６５，２５５千円　

担い手の育成・確保、新たな技術の導入の推進 ６２，６６０千円　

３３，２４９千円　
（２２，２８０千円）

　更なる飛騨牛ブランド化や受胎率の向上に必要な経費を計上

水稲病害虫共同防除事業補助金の縮減 １，８００千円　
（２，０００千円）

８６，６４４千円　
（２７，８００千円）

　地方卸売市場整備に必要な経費を計上

事業見直しの概要



単位：千円、％

　　主な増減理由
・森林整備に関する経費の増 ７５，９３０千円
・林道、生活環境保全林の維持管理に関する経費の増 ２９，５１０千円
・市産材の利用促進に関する経費の減 △４，７５０千円
・過年林業施設災害復旧事業の減 △３０３，５００千円

　　　○ 100年先の森林づくりに向けた森林境界明確化と森林整備の推進

　　　○ 市産材利用に向けた木材産業づくりの推進

　　　○ 森林・林業を支える人づくりの支援

（　　　　）は前年度予算額

＜既存産業の強化と新たな産業の創生＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞

　　　○

　災害に強い森林づくりの推進に必要な経費を計上

　　・森林境界の明確化の推進

　　・重点区域森林整備の推進

　　・森林経営管理制度に基づく森林整備の推進

　　　○

　市産材の利用促進を図るために必要な経費を計上

　　・市産材を利用した木造建築物への助成

　　　○ 林業担い手の育成・確保

　林業担い手の育成・確保の取り組みに必要な経費を計上

　　・市内中高生対象の森林・林業などの職業体験ツアーの開催

　森林・林業に係る普及啓発の取組に必要な経費を計上

　　・東京都千代田区との協定に基づく交流事業の実施など

林　政　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 896,874 694,064 △ 202,810 △ 22.61

要求のポイント

３３５，１６７千円　１００年先を見据えた森林づくりの推進
（２８１，３００千円）

要求に関する基本方針

市産材の利用促進
（５０，０００千円）

（５，２００千円）

４５，２５０千円　

１７，６５０千円　



（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 匠の家づくり支援事業補助金の見直し

　これまでの事業効果の検証を行い、補助対象となる市産材の定義、補助限度額等の内

　容を大きく見直し

　　　○ 美しい森林づくり実行委員会負担金の見直し

　これまでの取り組みの成果等を踏まえ、今後の実行委員会のあり方を検討するととも

　に、担うべき事業内容を大きく見直し

事業見直しの概要

３８，５００千円　
（４５，２５０千円）

３００千円　
（１，３００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・新型コロナウイルス感染症経済対策の増 １０７，６００千円
・地域経済戦略に係る各種調査の減 △９，０００千円
・伝統的工芸品産業後継者育成事業補助金及び伝統的工芸品産業振興貸付金の減
　 △９，５００千円
・勤労者融資貸付金の減　 △３９，０００千円
・賑わい創出施設（仮称）整備の減 △１２３，４１０千円
・中小企業融資預託金等の減 △１２６，２７４千円

　　　○ 中小企業の経営の安定化のための融資事業の推進

　　　○ ポストコロナにおける地場産品の効果的な販売促進活動の推進

　　　○ 伝統的工芸品産業等の技術の継承、後継者育成に向けた施策の推進

　　　○ 中心市街地の活性化に向けた施策の推進

　　　○ 企業誘致対策の推進

　　　○ 産業を担う人材の確保・育成

　　　○ 新型コロナウイルス感染症に対応した経済対策の実施

（　　　　）は前年度予算額

＜多様な働き方に適応した労働環境の構築＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜品質・価値の向上と情報発信＞
＜既存産業の強化と新たな産業の創出＞
＜地域循環型経済の構築＞

　　　○ 中小企業等融資事業の推進

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上
　 　　・小口融資、経営安定特別資金融資

　　・勤労者生活安定資金融資
　　・事業承継関連融資制度に対する利子・保証料補給

要求のポイント

９５７，８７６千円　
（１，０８４，１５０千円）

要求に関する基本方針

一般会計 2,107,036 1,913,590 △ 193,446 △ 9.18

増減率

商　工　労　働　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額



　　　○ 起業家の受入環境等の整備

　起業家の育成・支援に必要な経費を計上
　　・起業家に対する支援、創業支援資金融資
　　・タウンマネージャーの設置、インキュベーション施設の運営

　　　○ 地域経済構造分析を踏まえた施策の推進

　官民連携による市内資金循環等の取り組みの推進に必要な経費を計上
　　・地域経済懇談会の実施
　　・高度人材の育成

　　　○ 地場産品の販売促進活動の推進

　地場産品等の積極的な宣伝・販路拡大に必要な経費を計上
　　・飛騨高山展、オンライン版飛騨高山展に対する支援

　　　○ 伝統的工芸品産業等の振興 ３９，７９５千円　
（４９，５９５千円）

　伝統的工芸品産業等の振興、後継者育成等に必要な経費を計上
　　・後継者育成事業、伝統的工芸品産業団体に対する支援　ほか
　　・飛騨高山の名匠認定

　　　○ 中心市街地の活性化 ４５，４２６千円　
（１６８，０００千円）

　にぎわいのある商業空間の形成と中心市街地の活性化に必要な経費を計上
　　・賑わい創出施設（仮称）の運営
　　・まちづくり会社が行う中心市街地活性化事業に対する支援
　　・商店街の空き店舗活用や景観形成に対する支援

　　　○ 企業誘致対策の推進 ７０，０８８千円　
（８８，２３５千円）

　企業誘致の推進に必要な経費を計上
　　・サテライトオフィス等を活用した企業誘致活動

　　　○ 産業を担う人材の確保・育成 １３８，４８０千円　
（１５１，０１０千円）

　ＵＩＪターン就職する若者への支援、労働力確保に必要な経費を計上
　　・ＵＩＪターン就職者に対する家賃・奨学金返済支援
　　・地元就職の促進

　　　○ 新型コロナウイルス感染症に対する経済対策の推進
４７１，６０８千円　

（３６４，１８０千円）
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者の支援に必要な経費を計上
　　・新型コロナウイルス対策融資、助成　ほか 　

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 飛騨高山フェアinイオンの終了 ０千円　
（２，２３０千円）

　これまでの実施効果を踏まえて、当該催しでの地域産品販売を終了

　　　○ おもてなし環境整備事業補助金の見直し １，０００千円　
（１，５００千円）

　制度開始から一定の期間（5年間）が経過したことから補助率（1/2→1/3）及び

  上限（750→500千円）を引き下げ

事業見直しの概要

（１３，２７０千円）

９，７１７千円　
（１５，２００千円）

７６，２５８千円　
（７８，２００千円）

４，２９０千円　



　　　○ 団体運営補助から事業補助への転換 ４，７３０千円　
（５，１５０千円）

　補助目的やその積算根拠が明らかなものとなるよう、事業費に対する補助に切り替え

　・高山商工会議所補助金

　　　運営補助を廃止、事業補助の補助率（1/3→1/2）を引き上げ

　・産業振興協会、飛騨木工連合会、木材開発事業費、飛騨春慶連合協同組合、飛騨

　　一位一刀彫協同組合、県発明協会高山支会、雇用促進協議会補助金

　　　運営補助から事業補助（補助率1/2）に切り替え

　　　○ 特定創業支援事業補助金の見直し ４３，０００千円　
（４５，０００千円）

　創業時の事業規模に応じた事業者負担となるよう補助率（10/10→1/2）を引き下げ

　　　○ 岐阜県企業誘致推進協議会負担金の見直し ０千円　
（３００千円）

　これまでの企業展への共同出展などの実績・効果を踏まえ協議会を退会



単位：千円、％

　　主な増減理由
・橋りょう長寿命化改良事業の増  ８６，５００千円
・街路松之木千島線整備事業の増  １２１，９６５千円
・過年土木施設災害復旧事業の減 △７５９，０００千円

　　　○

　　　○ 内環状線を構成する道路整備による中心市街地の渋滞緩和や利便性の向上

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

（　　　　）は前年度予算額

＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞

　　　○

　　　○

　　　○

　　・旅行村線、中切５４号線、千島花里線　ほか

会計名 対前年度増減額
増減率

令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上

一般会計

要求に関する基本方針

3,579,923 3,372,747 △ 207,176 △ 5.79

建　設　部

要求額

（６１７，５００千円）

（２９５，０００千円）

　　・松之木千島線（千島工区、松之木～江名子工区）

（４４５，６００千円）

道路維持修繕事業の推進 ６２９，９９５千円　

要求のポイント

街路事業の推進 ４１６，９６５千円　

　道路交通の円滑化を図るための街路整備に必要な経費を計上

道路新設改良事業の推進 ６０４，７００千円　

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕

　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上



　　　○ ６７４，２７４千円　

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 中部縦貫自動車道飛騨高山道路建設推進協議
会補助金の見直し

　当該団体に係る前年度繰越金等の決算状況を踏まえ、令和４年度補助額を精査

（１，０９０千円）

除雪対策事業の推進

　冬期間の交通確保を図る除雪対策に必要な経費を計上

橋りょう長寿命化改良事業の推進 ２０２，０００千円　

　橋りょうの長寿命化に必要な経費を計上

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょうの長寿命化修繕の実施
  　  （見座橋、不動橋、神通橋　ほか）

見直し事業の概要

５１９千円　

（１１５，５００千円）

　　・歩車道除雪委託、融雪剤購入、消融雪側溝整備、除雪車両の購入

（６４９，２００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ふるさと寄附推進事業の増 ４６６，４６０千円
・観光施設等整備の増 １７０，０５０千円
・観光協会等助成事業費の見直しによる補助金の減 △５，５００千円
・乗鞍高原飛騨高山スキー場復旧整備の減（観光特会） △１７４，１００千円

　　　○ 飛騨高山ブランド戦略を基軸としたプロモーションの展開

　　　○ アフターコロナを見据えた新たな観光需要の取り込み及び受入環境整備

　　　○ 地場産品等のブランド強化及び販路開拓支援

　　　○ 移住戦略に基づいたさまざまなアプローチによる関係人口の創出及び移住
定住の促進

（　　　　）は前年度予算額

＜品質・価値の向上と情報発信＞
＜地域産業の担い手確保と生産性の向上＞
＜既存産業の強化と新たな産業の創出＞
＜着実な計画の推進＞
＜文化芸術・スポーツ活動等による心の豊かさの創出＞

　　　○ 誘客宣伝の実施 ２９０，３５４千円　

　　・広域連携を含めた誘客宣伝事業の推進

　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成

　　　○ 観光施設の運営 ６１６，９８５千円　

　　・観光施設の運営、整備

観光施設事業
特別会計 254,081 167,005

飛騨高山プロモーション戦略部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

1,768,615 658,150 59.27一般会計 1,110,465

△ 87,076 △ 34.27

要求に関する基本方針

要求のポイント

（２２７，３８９千円）
　観光宣伝、高山祭、各種イベントなどの誘客に必要な経費を計上

（５６８，５８１千円）
　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上



　　　○ 飛騨高山ブランドの意識醸成と情報発信 １８，２２１千円　

　　・飛騨高山ブランドを支える人材の育成や磨き上げ事業の実施

　　・飛騨高山ブランド等地場産品の販路開拓に対する支援

　　　○ 飛騨高山への移住の促進 １３，６４３千円　

　　・移住者への支援

　　・移住コーディネーターの設置

　　　○ ふるさと寄附の推進 ９３８，３６０千円　

　　　○ 海外誘客促進と受入環境の充実 ４６，３３３千円　

　　・海外誘客事業の実施

　　・滞在しやすい環境の整備

　　・インバウンド需要の復興と海外販路開拓支援

　　　○ 海外との交流促進と多文化共生の推進 ９，０２４千円　

　海外都市との交流・協力や多文化共生を推進するために必要経費を計上

　　・国際交流員の招致

　　・オンラインによる国際交流事業の推進

　　・市民の多文化共生意識の醸成

　　・外国人医療受入体制の整備

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 飛騨高山観光客誘致推進協議会負担金の見直し １４，０００千円　

　コロナ禍における効果的な事業遂行を図るため、事業内容を見直すとともに金額につい

　ても精査

　　　○ 観光協会補助金の見直し １４，５００千円　

　自主財源の確保に努めるなど、主体的な団体運営を図るべきものとし、金額についても

　精査

　　　○ 海外誘客プロモーションの見直し ８，１００千円　

　コロナ禍における海外へのプロモーションのあり方の検討を行い、事業内容を見直すと

　ともに金額についても精査

（１２，９７０千円）
　移住促進を図るために必要な経費を計上

（２１，１６０千円）
　飛騨高山ブランドの確立を図るために必要な経費を計上

事業見直しの概要

（５６，１８１千円）
　海外誘客の促進及び受入環境の整備を図るために必要な経費を計上

（４７１，９００千円）
　ふるさと寄附の推進に必要な経費を計上

（１６，０００千円）

（１７，０００千円）

（１５，０００千円）

（３，４８５千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・自主運行バスの運営経費の増 １８，９００千円
・都市計画図の作成に関する経費の増 ５７，０００千円
・無電柱化整備事業費の増 ２１８，０００千円
・耐震診断義務化建築物耐震化促進事業の減 △１８９，８００千円

　　　○

　　　○ 持続可能な公共交通体系の構築

　　　○ 美しい景観と潤いのある都市空間の創出

　　　○ 安全で良質な住環境の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞
＜地域特性の保全、活用、創出＞
＜安全への備えと災害時の対応強化＞

　　　○

　　　○

　　　○

　公共交通の利便性向上に必要な経費を計上

　　・スマートフォンを活用したデマンドタクシー予約やバスロケーション（位置情報

    表示）システムなどの実証実験等

公共交通の利便性の向上
（０千円）

要求に関する基本方針

要求のポイント

将来都市構造を踏まえた土地利用の推進

６，０００千円　

都　市　政　策　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

4.42一般会計 1,042,436 1,088,485 46,049

（２２９，１００千円）

　　・木造住宅等の耐震診断、建築物の耐震補強に対する支援

３６２，０００千円　まちなかの良好な景観創出のための整備
（１４４，０００千円）

　上一之町花里線無電柱化整備事業に必要な経費を計上

　　・上一之町花里線無電柱化の推進

建築物の安全性の向上 ３９，３１０千円　

　住宅等の耐震化促進に必要な経費を計上



　　　○

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 各種協議会等の加入見直し（３団体）

　各種協議会等への加入による効果の検証を行い、効果が低いと判断したものについて

　退会

　　　○ 景観形成事業補助金等（塀、生けがき、看板）
の見直し（対象区域、補助率）

　これまでの実施箇所について効果の検証を行い、対象区域を効果が高く、誘導すべき

　範囲に限定　

　対象区域の限定に併せて補助率を統一（一般地域１／３、嵩上げ地域２／３ 

　→ 全て１／３）

　　　○ ブロック塀等対策事業補助金の終了

　令和３年度末までの時限措置としていることから、予定どおり制度終了

　　　○
火地域等における制度拡充の終了

　平成２９年度から緊急重点啓発の誘導措置として実施していたが、５年が経過し、一定

　の効果があったことを踏まえ、当該拡充分について制度終了

　　　○ 空家活用コンテスト及び空家等活用促進モデ
ル事業補助金の終了

　空家問題への意識向上等に一定の効果があったことを踏まえ、当該コンテストについて

　終了するとともに補助金についても制度終了

（１０１千円）

　　・伝統的な技法による建造物修景工事等に対する支援

事業見直しの概要

０千円　

　伝統的大工技術等の活用促進に必要な経費を計上

伝統技術の継承、後継者育成の促進 １２，５００千円　
（１０，０００千円）

（２，９００千円）

５，０７０千円　
（１２，２７０千円）

０千円　
（７，５００千円）

建築物耐震補強工事補助金（木造住宅）の防 １０，８００千円　
（１２，６００千円）

０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・基幹管路耐震化事業の増 ７７，０００千円
・し尿処理施設改修工事（飛騨市委託）の減 △１７，０２７千円
・宮導水路（若宮隧道）耐震対策事業の減 △２５０，０００千円
・沈砂池長寿命化工事の減 △１０５，０００千円

　　○計画的な財政運営による上下水道事業の経営の安定化

　　○安全安心な水を安定して供給するための施設整備

　　○下水道施設整備及び水洗化の促進による生活環境の向上と公共用水域の水質保全

　　○上下水道施設の防災対策の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜利便性の高い都市機能とネットワークの構築＞

　　○施設の耐震化と遠方監視機能の推進 ２５８，４３１千円　
（３４４，８８３千円）

　　　　安全・安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・施設の更新整備、遠方監視装置整備　ほか

　　○基幹管路の耐震化と老朽管布設替の推進 ５７２，９１０千円　
（６３２，９６５千円）

　　　　安全安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上

　　　　　・基幹管路の耐震化整備

　　　　　・老朽管の布設替工事、道路改良に伴う布設替工事

　　　　　・上水道ＧＩＳ整備

水　道　部

要求額

令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

232,431 210,778

△ 4.583,133,010 △ 150,4593,283,469

△ 21,653 △ 9.32一般会計

5,846,730 5,712,753 △ 133,977 △ 2.29

水道事業
会計

下水道事業
会計

要求に関する基本方針

要求のポイント



　　○配水施設整備（拡張）の推進 ３７，０６４千円　
（３７，３１５千円）

　　　　安全安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・未給水地区の解消

　　○下水管きょ施設の整備、処理区域の統合の推進
３２７，８９１千円　

（３３０，２３７千円）
　　　　公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るための管きょ施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・マンホール蓋、マンホールポンプの更新

　　　　　・管きょ布設（西之一色町　ほか）

　　　　　・処理区域の統合

　　○下水処理施設の長寿命化 ３３７，２７５千円　
（５２０，０３９千円）

　　　　公共用水域の水質保全と生活環境の向上を図るための下水処理施設整備に必要な経費を計上

　　　　　・宮川終末処理場中央監視設備長寿命化工事

　　　　　・処理場設備の長寿命化工事

（　　　　）は前年度予算額

　　○危険物安全協会負担金の縮減

　　　　　他の公共施設と一括して加入することにより負担金を縮減

事業見直しの概要

０千円　
（６千円）



単位：千円、％

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜着実な計画の推進＞

　　　○

　　・公金管理の効率化

（　　　　）は前年度予算額

〇

　会費によらない会の運営とし、負担金の徴収を一時停止 

会　計　室

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 1,775 1,686 △ 89 △ 5.01

（５千円）

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な会計事務の推進 １，６８６千円　
（１，７７５千円）

　適正な会計事務の実施に必要な経費を計上

　　・効率的な出納事務遂行のための職員研修会の実施

　　・歳計現金の適正な管理

事業見直しの概要

岐阜県都市会計管理者会負担金の見直し 　０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・公平委員会運営費の減　 △１１６千円
・監査事業費の減 △２８５千円

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜着実な計画の推進＞

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

〇

　出張人数の削減、県内出張を公用車対応とすることにより出張に係る経費を縮減

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

（６，１５４千円）

一般会計 7,414 7,024 △ 390 △ 5.26

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ５，８６９千円　

　監査等の実施に必要な経費を計上

事業見直しの概要

出張方法等の見直し 　７０７千円　
（９９０千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ラジオ番組制作等業務の増 １，３７５千円
・友好都市上山市親善訪問による増 １，２０２千円
・議会改革に関するシンポジウムの終了による減 △１，１００千円

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜着実な計画の推進＞

　　　○ わかりやすく開かれた議会運営

　議会運営に必要な経費を計上

　　・議会情報の発信

〇

議　会　事　務　局

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 30,482 31,750 1,268 4.16

　　・議会・委員会等の中継

　　・議会広報紙の発行

３１，７５０千円　

要求に関する基本方針

市民にとってわかりやすく開かれた議会運営

要求のポイント

（３０，４８２千円）

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

事業見直しの概要

該当なし



単位：千円、％

　　主な増減理由
・小学校大規模改修事業費の増 ７７５，３０４千円
・小中学校管理事業費の増 ２８６，６４６千円
・荘川義務教育学校整備に向けた準備に関する経費の増 １１９，４１２千円
・教育系ＩＣＴ機器導入に関する経費の減 △３３，０７５千円
・高山市政記念館の耐震工事費の減 △９３，９１７千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と地域全体による郷土教育の推進

　　　○ 時代の変化に対応した教育環境の整備

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜夢と誇りとやさしさにあふれる人の育み＞
＜歴史・伝統の保存、継承、活用＞

　　　○

　　・教育支援センター設立に向けた体制づくり
　　・特別支援教育の充実
　　・外国語教育の充実
　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施
　　・いじめ防止アドバイザーの派遣

　　　○

　　・教材備品の購入
　　・教育系ＩＣＴ機器の活用
　　・校務支援システムの活用
　　・教職員の負担軽減

一般会計 2,747,715 3,759,001 1,011,286 36.80

教　育　委　員　会　事　務　局

要求額

令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

383,371 △ 4,329 △ 1.12
学校給食費
特別会計 387,700

要求に関する基本方針

要求のポイント

教育の充実 １７６，３３９千円　
（１８０，８８１千円）

　教育の充実に必要な経費を計上

３２２，７００千円　教育環境の整備
（３２２，３２４千円）

　教育環境の整備に必要な経費を計上



　　　○

　学校施設等の安全・安心・快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の長寿命化改修（江名子小・三枝小学校校舎、東山中学校屋内運動場）

　　・荘川義務教育学校整備に向けた準備

　　・スクールバスの更新

○

　　・私立高等学校、短期大学等に対する助成

　　・高校通学等に対する助成

　　　○

　　・学校給食センターの運営

　　・学校給食費の保護者負担の軽減

　　・配送車の更新、老朽化施設の修繕

　　　○

　　・アレルギー対応の強化と献立の充実

　　　○

　　・ユネスコ無形文化遺産等の継承支援

　　・伝承芸能保存団体に対する助成

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な経費を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群の耐震化対策

　　・高山市政記念館の耐震改修

　　　○

　歴史・文化を活用した地域づくりの推進に必要な経費を計上

　　・文化財施設（飛騨高山まちの博物館等）の維持管理

　　・歴史資料の整理、公開活用

１８１，６８１千円　学校給食センターの運営
（１５８，４８１千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るための給食運営に必要な経費を計上

２，０９４，３８８千円　

２０２，４３０千円　幼児教育、高等教育の充実
（２０３，３３０千円）

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

　　・私立幼稚園における施設型給付費等の給付

安全・安心・快適な学校施設等の整備
（１，０２０，５１０千円）

　安全・安心で魅力ある学校給食の提供に必要な経費を計上

安全・安心な学校給食の提供 ３８３，３７１千円　
（３８７，７００千円）

地域文化継承への支援 ３，４６０千円　

　地域の文化継承に必要な経費を計上

歴史的町並み保存の推進 ８５，７５３千円　

（４，４６０千円）

（１７９，５４０千円）

歴史・文化活用の推進 １３２，６８９千円　
（９８，１４０千円）



　　　○ 小中学校の維持管理コストの縮減

　電力消費の制御装置の設置や電気受給契約の見直しなどの効果を踏まえ、主に電気使

　用料に係るコストを縮減

　　　○ 教育振興会議の終了

　総合教育会議など本市の教育について関係者が幅広く議論する場が充実していること

　から、当該会議を終了　 

　　　○ ふるさと伝承記録整備事業の整理統合

　当初想定していた伝統芸能等の記録作成を終えたことから、令和４年度については予

　算要求を見送り　　

　　　○ 美しいふるさと認証事業における認証方法の見直し

　平成２５年度から令和３年度までの９年間にわたり、当初想定していた団体等の認証

  を終えたことから、令和４年度については予算要求を見送り

事業見直しの概要

０千円　
（１，０００千円）

０千円　
（１００千円）

３１７，７５８千円　
（３３８，１００千円）

０千円　
（８００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・消防資器材整備事業の増 ９，３８９千円
・消防水利施設整備・維持管理の増 １４，４８８千円
・消防車両更新の増 ２７６，６０２千円
・消防団退職報償金の減 △３０，３２９千円

　　　○

　　　○
充実強化

　　　○ 消防団員の士気高揚及び消防団員の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜安全への備えと災害時の対応強化＞

　　　○

　消防団活動の充実強化に必要な経費を計上

　　・消防団出動手当等の充実

　　・消防団活動充実のための支援

　　　○

　消防施設の更新整備に必要な経費を計上

　　・消防団車庫の改築

　　・消防署施設の改修

　　　○

　救急救命体制の充実を図るために必要な経費を計上

　　・ＡＥＤ機器の維持管理

　　・消防緊急通信指令、消防救急デジタル無線の維持管理

（１３１，０７１千円）

消防施設の更新整備 １２，４７０千円　
（１３，１００千円）

救急救命の推進 １４３，２７７千円　

（３０６，５５２千円）

一般会計 577,151 871,281 294,130 50.96

要求に関する基本方針

市民の安全・安心を確保するための消防装備の充実強化

消防団員等の安全確保と消防団施設や資器材の整備による消防団活動の

要求のポイント

消防団活動の活性化 ２７８，１２２千円　

消　防　本　部

要求額

会計名
令和３年度
当初予算額

令和４年度
要求額

対前年度増減額
増減率



　　　○

　防災体制の充実を図るための資器材の整備に必要な経費を計上

　　・消防資器材の購入

　　・初期消火資器材の整備

　　　○

　防災体制の充実を図るための水利施設の整備に必要な経費を計上

　　・耐震性貯水槽の整備

　　・防火水槽、消火栓の維持管理

　　　○

　消防車両の更新に必要な経費を計上

　　　○ 該当なし

（３９，３６０千円）

消防車両の更新 ２９３，１０２千円　
（１６，５００千円）

　　・常備消防車両（はしご付き消防自動車）の更新

　　・消防団車両の更新

事業見直しの概要

消防資器材の整備 ２８，２７８千円　
（１７，２００千円）

水利施設の整備 ５０，３４８千円　


